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開 催 日 及 び 場 所 平成２７年６月１日（月） 本社会議室

田中俊充（弁護士） 矢橋晨吾（大学名誉教授） 西谷隆亘（大

委 員 学名誉教授） 垣花直樹（水資源機構監事）

１．平成２６年度契約における１者応札の状況について

２．平成２６年度第４四半期における１者応札・１者応募に関す

審 議 対 象 る点検について

３．平成２６年度第４四半期における随意契約に関する点検につ

いて

４．２年連続１者応札になった案件について

委 員 機構事務局

１．平成２６年度第４四半期 ・この４月、５月の傾向は、 ・２７年度の集計はまだ実施してい

の契約における１者応札の どうなっているか。東京オ ませんが、状況はあまり変わってい

状況について リンピックや東日本大震災 ないという印象です。改善できると

の復興などもある中で、労 言える社会情勢ではないかと考えて

務単価の見直しなど行われ います。

ているが、やはり昨年まで

の状況が続きそうなのか、

ここ１年くらいの、見通し

がわかれば教えてもらいた

い。

２．平成２６年度第４四半期 ・同じ業者が２件受注して ・基本的には決められた単価があり

における１者応札・１者応 いるが、１件は落札率が随 ます。１件については、当該者の得

募に関する点検について 分と低い。特殊な業務で予 意分野であったため、低価格で受注

定価格の決定が難しいとい できたものと思います。

うことか。

・房総導水路緊急改築事業 ・業務量を考慮し、１件の業務量が

で、トンネル調査改築検討 あまり多くなりすぎないように分け

業務が２件発注され、同一 たものです。

業者が落札している。２件

に分ける必要があったの

か。

・２件は同一業者が落札し ・発注ロットにつきましては、業務

ており、実際には１者で受 のほか、工事等においても適正な規

注できる量の規模にもかか 模を考え設定していきたいと思いま

わらず、２倍の手間をかけ す。
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て発注したことになる。別

の会社が受注するであろう

規模と考えたとしたら、ど

の程度の規模が適切かを読

み違えている。今回を教訓

として今後の発注に活かし

てもらいたい。

３．平成２６年度第４四半期 ・緊急随意契約を実施した ・検証という作業ではありません

における随意契約に関する ものについては、本当に緊 が、本委員会の審議のための資料を

点検について 急で実施する必要があった 作成する段階で、随意契約理由書を

かの検証を行うのか。 確認し、必要に応じ直接現場に内容

を確認するなど中身の確認をしてい

ます。

・寿命がきているにもかか ・ストックマネジメントを実践して

わらず、壊れたから緊急で いきます。

修理するということになる

と余計に経費がかかる。そ

れ以前に状況を把握してお

き、入札にかけられるもの

はかけて欲しいという意図

で確認した。

４．２年連続１者応札になっ ・特になし。

た案件について

○問い合わせ先

埼玉県さいたま市中央区新都心１１番地２

ランド・アクシス・タワー内 電話 ０４８－６００－６５００

水資源機構入札等監視委員会事務局

技術管理室契約企画課長 河野 裕明（内線 2251）
技術管理室担当課長 今井 敬三（内線 4631）


